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職
員
給
与
削
減
条
例

臨
時
議
会
で
可
決

　

６
月
27
日
開
催
の
臨
時
議
会
で
職
員
給
与
削
減
条
例
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

当
条
例

案
は
、
６
月
定
例
議
会
で
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
総
務
常
任
委
員
会
で
付
託
さ

れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
総
務
常
任
委
員
会
で
は
可
否
同
数
で
委
員
長
裁
決
で
否

決
。
臨
時
議
会
で
は
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
１
０
０
に
す
る
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

国
家
公
務
員
は
、
日
本
の
厳
し
い
財

政
状
況
及
び
東
日
本
大
震
災
に
対

処
す
べ
く
、
一
層
の
歳
出
削
減
が
不
可
欠

な
こ
と
か
ら
、
給
与
に
関
す
る
特
例
を
定

め
、
平
成
24
年
４
月
〜
26
年
３
月
末
ま
で

給
与
減
額
支
給
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
こ
れ
ま
で
独
自
の
給

与
削
減
や
定
員
削
減
な
ど
の
行
財
政
改
革

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
総
務
大

臣
か
ら
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
防

災
・
減
災
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
経
済
の
活
性
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な

る
中
、
国
と
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う

に
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
給
与
削
減
要

請
は
、
自
治
の
根
本
に
か
か
わ
る
も
の
で

す
が
、
今
回
は
特
別
に
要
請
の
主
旨
を
受

け
入
れ
、
６
月
定
例
議
会
に
職
員
給
与
削

減
条
例
を
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
三
芳
町
の
職
員
給
与
は
、
国
家

公
務
員
と
比
較
す
る
と
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
（
国
家
公
務
員
の
給
与
を
１
０
０
と
し

た
場
合
の
給
与
水
準
を
示
し
た
指
数
）
が

１
０
６
・
３
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
指
数
が
１
０
０
を
切
る
よ
う
に
、
平
均

し
て
５
・
67
％
削
減
し
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
を
98
・
５
と
す
る
条
例
案
で
す
。
実

施
期
間
は
平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
。

　

議
会
で
は
、
総
務
常
任
委
員
会
へ
の
付

託
と
な
り
、
委
員
会
で
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。
27
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会

で
は
、
修
正
動
議
に
よ
り
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
を
１
０
０
に
す
べ
く
平
均
4
・
58
％

の
削
減
案
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
現
在
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
「
脱
財
政
硬
直
化
宣
言
」
を
だ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
給
与
削
減
額

５
８
３
２
・
５
万
円
は
、
防
災
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
福
祉
の
増
進
等
の
た
め
に

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
給
与
30
％
、
副
町
長
、
教
育

長
給
与
15
％
削
減
の
減
額
は
継
続
し
ま
す
。
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★
世
界
農
業
遺
産
世
界
会
議
出
席

　

５
月
30
日
、
石
川
県
能
登
で
開
催
さ

れ
た
世
界
農
業
遺
産
国
際
会
議
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

世
界
農
業
遺
産
は
、
伝
統
的
農
法
、

そ
れ
に
関
連
す
る
文
化
、
風
習
、
景
観
と

生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
、
世
界
的
に
重
要

な
地
域
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、
国

連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
平
成
14

年
に
創
設
し
、
平
成
23
年
6
月
に
は
石
川

県
の
「
能
登
の
里
山
里
海
」
と
新
潟
県
の

「
ト
キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里
山
」
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。 

　

会
議
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
て

い
る
4
カ
国
（
日
本
、
中
国
、
チ
リ
、
ペ

ル
ー
）
と
5
つ
の
国
際
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
等
）

が
「
持
続
可
能
な
世
界
に
向
け
た
世
界
農

業
遺
産
の
貢
献
」に
つ
い
て
議
論
。
ま
た
、

能
登
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
が
採
択
さ
れ
、
世
界
農

業
遺
産
の
価
値
を
国
際
的
に
積
極
的
に
普

及
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
の
里
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
三
富

新
田
の
循
環
型
農
業
は
、
世
界
農
業
遺
産

と
し
て
の
価
値
も
あ
る
と
の
有
識
者
か
ら

の
指
摘
も
あ
り
、
今
後
の
三
富
の
保
全
も

含
め
、
調
査
研
究
の
た
め
国
際
会
議
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

※
砂
漠
化
の
進
む
地
域
で
国
際
協
力
事

業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
行
う
技
術
指
導
の

方
法
は
、
耕
地
を
は
さ
む
よ
う
に
屋
敷
林

と
雑
木
林
を
つ
く
る
と
い
う
、
三
富
新
田

の
知
恵
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
の
視
察
団
も

当
町
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

◆
編
集
後
記
◆

　
「
人
一ひ
と

た
び
し
て
之こ
れ

を
能よ

く
す
れ
ば
、

己お
の
れ
こ
れ

之
を
百ひ

ゃ
くた

び
し
、
人
十と

た
び
し
て
之
を

能
く
す
れ
ば
、
己
之
を
千せ
ん

た
び
す
」
◆
他

人
が
１
回
で
で
き
る
こ
と
が
、
自
分
に
は

な
か
な
か
で
き
な
け
れ
ば
、
私
は
こ
れ
を

繰
り
返
し
百
回
行
い
、
百
倍
の
努
力
を
す

る
。
他
人
が
十
回
で
で
き
る
こ
と
を
自
分

が
で
き
な
け
れ
ば
千
回
努
力
す
る
。◆「
果

し
て
此
の
道
を
能
く
す
れ
ば
、
愚
な
り
と

雖い
え
ど
もも
必
ず
明
ら
か
に
、
柔
な
り
と
雖
も

必
ず
強
し
」
◆
こ
の
よ
う
に
努
力
し
て
、

こ
の
道
を
修
得
す
れ
ば
、
た
と
え
愚
か
な

者
で
あ
っ
て
も
必
ず
聡
明
に
物
事
を
は
っ

き
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
柔
弱
で
弱
々

し
い
人
で
あ
っ
て
も
必
ず
強
く
な
る
。

（『
中
庸
に
学
ぶ
』）
◆
初
心
に
返
っ
て
一

か
ら
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

国際会議会場にて（５月３０日）
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フォト通信

②中学生海外派遣団結団式（６月 19日）

③こども大学みよし開講式（6月 22日）

まちづくり懇話会

★
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
開
催

今
年
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
町
の

政
策
形
成
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
町
が
抱
え
て
い

る
テ
ー
マ
に
関
し
意
見
交
換
を
し
、
今
後

の
町
政
運
営
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
目

的
で
す
。
６
月
16
、
22
、
23
、
30
日
の
４

日
間
に
わ
た
り
、
14
行
政
連
絡
区
の
各
集

会
所
で
総
勢
５
０
０
人
を
超
え
る
住
民
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
話
会
の
内
容
は
、
①
現
在
の
町
の
主

要
な
テ
ー
マ
や
大
型
事
業
に
つ
い
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
、
②
事
前
に
各
区

か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
へ
の
回
答
、
③
自

由
な
意
見
交
換
、
と
い
う
３
部
構
成
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

◆
今
年
の
主
要
テ
ー
マ

①
脱
財
政
硬
直
化
宣
言
に
つ
い
て

　

現
在
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
の
急
速

な
進
行
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
、
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
も
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比
率
な

ど
の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
指
標
が
悪
化

し
て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
更
な
る
行
財

政
改
革
が
必
須
で
あ
り
、
危
機
的
な
財
政

状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
説
明
し
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し

た
。
※
詳
細
は
三
芳
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
下
さ
い
。

②
公
共
交
通
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
の
住
民
意
識
調
査
で
、「
町

に
住
み
た
く
な
い
理
由
」の
第
１
位
が「
交

通
が
不
便
」
と
い
う
結
果
で
し
た
。
町
で

は
23
年
度
に
政
策
研
究
所
を
設
置
し
、
３

年
間
で
調
査
研
究
し
、
新
し
い
公
共
交
通

を
導
入
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２

年
間
の
調
査
研
究
が
終
わ
り
、
今
年
度
具

体
的
な
試
行
運
転
案
が
作
成
さ
れ
、
26
年

度
試
行
運
転
を
実
施
、
27
年
度
本
格
導
入

の
予
定
で
す
。
現
在
、
公
共
交
通
の
手
法

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
（
定
時

定
路
線
の
路
線
バ
ス
、
小
型
も
あ
る
）
と

デ
マ
ン
ド
交
通
（
事
前
登
録
、
予
約
制
で

玄
関
か
ら
病
院
、
商
店
、
公
共
施
設
な
ど

の
共
通
乗
降
場
へ
運
行
）
の
２
案
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

③
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
分
権
が
進
む
中
で
、
地
方
自
治
体
に

は
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に
よ
る
自
主
・
自

立
的
な
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
治

基
本
条
例
は
、
自
治
体
運
営
の
理
念
・
基
本

原
則
を
定
め
た
も
の
で
、
自
治
体
の
最
高
規

範
的
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
も
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
を
施
行
し
た
際
に
、
協
働
が
地

域
で
根
付
き
、
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
の
気

運
が
高
ま
っ
て
来
た
段
階
で
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
「
自
治
基
本
条
例
」
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
緯
、
自
治
基
本
条
例
の
背
景
、

会
議
の
目
的
と
ル
ー
ル
、
検
討
過
程
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
説
明
や
町
民
検
討
会

議
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

※
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
で
後
日
、
三
芳
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
広
報
み
よ
し
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①映画『三芳物語』上映会（6月 2日）

地域拠点施設完成イメージ図

（仮）ふじみ野市・三芳町環境センター完成イメージ図

　

◆
余
熱
処
理
施
設

　

三
芳
町
は
、
ご
み
処
理
を
ふ
じ
み
野
市

と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
が
老
朽
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、現
在
、

（
仮
）
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境
セ
ン

タ
ー
新
設
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
場
所
・
ふ
じ
み
野
市
）

　

供
用
開
始
は
平
成
28
年
で
す
が
、
余
熱

処
理
施
設
は
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
26
年
６

月
に
完
成
、
供
用
す
る
予
定
で
す
。

大
広
間
、
和
室
、
多
目
的
室
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
サ
ウ
ナ
、
健
康
浴
槽
プ
ー
ル
な
ど
も

あ
り
、
町
内
循
環
バ
ス
に
よ
っ
て
送
迎
も

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
具

体
的
な
利
用
形
態
に
関
し
て
は
協
議
中
で

す
。

◆
（
仮
）
地
域
拠
点
施
設

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
併
設
）

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
旧
中
央
公
民
館

を
併
設
す
る
地
域
拠
点
施
設
は
、
実
施
設

計
段
階
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
図
が
出
来
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
建
物
の
左
が
拠
点
施

設
、
右
が
給
食
セ
ン
タ
ー
。
建
物
は
一
体

化
し
て
い
ま
す
が
完
全
に
分
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
衛
生
、
安
全
面
を
第
一
に
し
た
設

計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
概
要
は
、
拠
点
施
設
は
多
目
的

ホ
ー
ル
、サ
テ
ラ
イ
ト
図
書
館
、学
習
コ
ー

ナ
ー
、
子
育
て
フ
リ
ー
ス
ク
エ
ア
、
音
楽

ス
タ
ジ
オ
、
会
議
室
、
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ

オ
。
給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
、
見
学
ス
ペ
ー

ス
や
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

27
年
４
月
供
用
開
始
予
定
で
す
。

★
公
共
事
業
進
捗
状
況

①映画『三芳物語』上映会
映画『三芳物語』の上映会が行われました。会場は満席のため
別室でも同時上映されました。コピス三芳創立 10周年を記念
して、映画を通して町の魅力を内外に発信し、映像制作者表現
者を発掘育成することを目的にした町民参加型の文化芸術創造
プロジェクトです。40名近い住民の皆さんが、映画を作成す
る過程に参加し、新たな映画の魅力を発見されたものと思いま
す。上映後、参加された小学生の『三芳最高！』の感想の言葉
が、今回の映画づくりを象徴しているように思えました。今か
らパート 2が楽しみです。

②中学生海外派遣団結団式
中学生海外派遣団結団式が開催されました。新型インフル
エンザの影響で数年中止となっていましたが、昨年からア
ジアの国々との交流を深めることを目的に視察地をマレー
シアに変更しました。昨年の参加者も大きく成長し逞しく
なって帰ってきました。今年も15名の生徒が参加します。
出発は７月 21日。出会いを大切に、良き思い出をたくさ
ん作ってきて欲しいと思います。

③こども大学みよし開講　
「子ども大学みよし」は、小学校４～６年生までの違う学校、
学年の子ども達が、大学キャンパスや地元企業など学校外の
フィールドで、大学の先生、地元企業など第一線で活躍する専
門家に学ぶ大学です。ドイツのチュービンゲン大学で２００２
年に始まり、ヨーロッパでは、１００校近い子ども大学が開設
されています。日頃から疑問に感じている「なぜ？」を追求す
る「はてな学」、生まれ育った地域を知り、郷土を愛する心を
育てる「ふるさと学」、これからの人生をよりよく生きること
を考える「生き方学」などの分野を学びます。一期生は、43名。


